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■昔の遊びって新鮮！ （磯浜小学校児童と高年者クラブの交流会）

宣
●完全学校週5日制に

向けて地域ができること
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完
全
学
校
週
5
日
制
に
向
け
て
地
域
が
で
き
る
こ
と

今
年
4
月
か
ら
「
完
全
週
5
日
制
」
が
全

国
す
べ
て
の
学
校
で
始
ま
り
ま
す
。
「
ゆ
と
り

の
中
で
子
供
た
ち
一
人
一
人
に
生
き
る
力
を

育
成
す
る
こ
と
」
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、

子
供
た
ち
の
学
校
外
で
の
時
間
が
増
え
る
こ

と
に
よ
り
、
家
庭
や
地
域
で
の
教
育
の
機
会

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
り
ま
す
。

町
教
育
委
員
会
で
は
、
子
供
が
何
を
求
め
、

保
護
者
は
何
を
さ
せ
た
い
か
、
地
域
は
何
を

で
き
る
の
か
な
ど
地
域
型
の
活
動
に
つ
い
て
、

週
休
2
日
制
対
応
検
討
委
員
会
を
設
置
し

様
々
な
角
度
か
ら
調
査
・
検
討
を
行
な
い
、

そ
の
内
容
を
提
言
と
し
て
ま
と
め
、
そ
の
内

容
は
学
校
地
域
連
携
推
進
委
員
会
に
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
町
内
の
小
学
校
区
ご
と

に
組
織
さ
れ
て
い
る
小
学
校
実
践
委
員
会
が

各
地
域
の
特
色
を
い
か
し
、
週
5
日
制
に
対

応
し
た
平
成
14
年
度
年
間
活
動
計
画
を
作
成

し
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
互
い
に
協
力
し
て

子
供
た
ち
が
豊
か
な
人
問
性
と
主
体
的
に
行

動
で
き
る
力
を
育
ん
で
い
く
た
め
の
様
々
な

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

〖こ）

完全学校週5日制に向けた取り組みの流れ
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大
洗
町
週
休
2
日
制
対
応
検
討
委
員
会

学
校
完
全
週

5
日
制
導
入
を
前
に
子
供
た
ち
の
願
い
を

い
か
し
た
事
業
展
開
（
人
・
物
・
経
費
）
を
目
指
し
、
平

成
13
年
7
月
か
ら
学
校
の
代
表
、
青
少
年
相
談
員
、
学
地

連
携
実
践
委
員
会
代
表
、
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
代
表
な

ど
が
週
末
の
子
供
た
ち
へ
の
対
応
に
つ
い
て
調
査
研
究
に

取
り
組
み
、
対
応
の
方
向
性
・
具
体
策
に
つ
い
て
検
討
を

行
な
い
ま
し
た
。

学
校
の
パ
ソ
コ
ン
室
を
活
用
し
た
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
手

づ
く
り
の
も
の
で
遊
ぶ
楽
し
さ
を
体
験
す
る
昔
遊
び
や
ス

ポ
ー
ツ
教
室
、
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
環
境
美
化
の
日
の
設
定

な
ど
を
提
言
し
、
ま
た
、
事
業
化
に
必
要
な
条
件
と
し
て
、

学
校
施
設
の
開
放
、
公
共
施
設
の
活
用
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
な
ど
を
あ
げ
ま
し
た
。

大
洗
町
学
校
地
域
連
携
推
進
委
員
会

地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
・
子
育
ち
支
援
、
地
域
の
中
の

学
校
づ
く
り
を
目
的
に
平
成

10
年
6
月
に
組
織
さ
れ
、
学

地
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
先
進
地
視
察
な
ど
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

平
成
10
年
度
末
に
は
小
学
校
区
ご
と
、
平
成
13
年
に
は

中
学
区
こ
と
に
実
践
委
員
会
が
組
織
さ
れ
全
町
的
に
取
り

組
む
活
動
の
ほ
か
に
各
地
区
の
特
色
を
活
か
し
た
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
学
校
区
こ
と
の
実
践
委
員
会
が
中
核

と
な
っ
て
学
校
完
全
週
5
日
制
に
向
け
て
の
地
域
に
お
け

る
生
活
・
自
然
体
験
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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アンケート調査から見えてきた子供の希望と親の圃い
検討委員会では、児童生徒や保護者、高齢者などを対象としたアンケート

を実施。児童生徒に関しては休日にしたい活動や活動したい時間帯、保護者

には子供たちにさせたい活動、高齢者には子供たちの活動へ参加の意向など

を調査しました。

土
曜
日
に
参
加
さ
せ
た
い
活
動
（
分
野
別
比
較
）

0
)

0

0

0

0

 

0
名

5

0

5

2
(

1

1

 

-小学児童

→ ー 中学生徒
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創作
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-
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遊び
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47 

36 

施設利用

44 

13 

71 

25 

42 

奉仕

5 

4 

23 

18 

13 

高
齢
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
多
く
の

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
子
供
た
ち
の
活
動
に

一
緒
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
希
望
し
、

子
供
た
ち
と
「
仲
間
」
と
し
て
交
流
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
と
い
う
結
果
が
で
ま
し

た
。
昔
遊
び
や
道
具
づ
く
り
な
ど
高
齢
者

の
皆
さ
ん
が
培
っ
て
き
た
経
験
を
生
か
せ

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
望
ん
で
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
仲
間
に

小学校児童対象

やりたいこと

友達と遊ぶ（33.9%） 家の人と出かけ

る(13.6%) スポーツをする (10.9%)

参加したい活動

パソコン遊び(17.7%） 焼き物づくり (9.8

％） ギネスブックに挑戦 (9.5%)

児童保護者対象

させたいこと

友達と遊ぶ (31.6%） スポーツをする

(23.2%） 家の手伝いをする (11.6%)

参加させたい活動

パ‘ノコン遊び(13.6%） 海川沼で遊ぶ

(11.9%) 外国人と交流 (11%) 

中学校2年生対象

やりたいこと

友達と遊ぶ(42.5%） 買い物に行く (13.4

％） スポーツをする (10.2%)

参加したい活動

パ‘ノコン遊び(13.4%） カラオケ (12.6

％） ギネスブックに挑戦 (11%)

中学校2年生保護者対象

させたいこと

スポーツをする (38.1%） 友達と遊ぶ

(24.6%） 家の手伝いをする (17.8%)

参加させたい活動

パソコン遊び(16.1%） 奉仕活動(15.3

％） 外国人と交流 (11%) 

（
 

週休2日制対応事業計画（案）
週休 2日制対応検討委員会からの提言に各地区の特色が盛り込まれ、小学区

ごとに事業計画（案）がつくられました。

‘、

礁浜小学校区学地実践委員会
木管五重奏を体験
パ‘ノコンで自己紹介カードを作ろう
ハゼ釣り
人形劇、紙芝居、昔語りを楽しもう
いささかりんりん祭り（スポーツレクリレーション、親
子体験教室）
カルタ大会、ベーゴマ、お手玉などの昔遊び
木の工作にチャレンジして本棚やジグソーパズル、木ぎ
れを生かした芸術作品を作る

祝町小学校区学地実践委員会
祝町をめぐるピクニック
竹とんぽ作り、ベーゴマ遊び、ビー玉遊びなどの昔遊び
祝町の郷土カルタをつくり、カルタとり大会を開催
手作り凧での凧あげ大会

大貫小学校区学地実践委員会
学区内をウォークラリーでめぐり地域について知る
田植えと稲刈り体験
おじいさん、おばあさんと遊ぼう
ルフ、昔遊び）
パ‘ノコンで暑中見舞いの作成、メールに挑戦
木工作品づくり、絵手紙作成

（ペタンク、パークゴ

夏海小学校区学地実践委員会
竹馬、竹とんぼ、竹ぽっくりなどをつくり、遊ぶ
涸沼や神山・松川の田んぽでザリガニや小魚を釣ったり

とったりして自然に親しむ
和だこをつくって凧あげ、コマまわしやめんこを体験
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名 称 児 童 手 当

児童を養育 している方に対し、家庭での生活の安

目 的
定に寄与するとともに、次代の社会を担う児童の健

全な育成および資質の向上に資することを目的と し

て支給し ます。

3歳未満の児童を養育 している方

（児童手当 • 特例給付）

3歳以上 6歳以下 (6歳の誕生日から最初の 3月31

手当を受け 日までにある者）の児童を養育 している方（就学前

られる人 特例給付）

,<) 

扶養栽族の数
受給資格者本人の所得制限限度額

国民年金 厚生年金

0人 3010万円 4600万円

1人 339.0万円 498.0万円

所得の制限 2人 377.0万円 5360万円

3人 415.0万円 574.0万円

4人 453.0万円 612.0万円

5人 491.0万円 650.0万円

<
ヽ

I 

第 1子 5,000円`ら-•9

第 2子 5,000円

支給額（月額） 第 3子以降 10,000円

出生や転入に より新たに受給資格が生 じた場合、

市町村の窓口（公務員は勤務先）に「認定請求書」の

提出が必要です。

〔必要書類〕

手当をうける ①年金加入証明書または申立書（請求者がサラリー

ための手続き マンである場合）

②児童手当用所得証明書（当該市町村にその年の 1

月1日に住所のない方）

③請求者本人名義の金融機関の口座番号

※この他、必要に応 じて提出する書類があり ますの

で、提出先で確認してください。

、ま；
児
童
手
当
児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
こ
と
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1
5
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)

児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
•
特
別
児
童
扶
養

手
当
は
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
請
求
し
な
い
と

手
当
て
が
受
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

、。

さ
し

問
合
せ
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特別児童扶養手当 児童扶養手当

精神や身体に障害のある20歳未満の児童について、児童 父母の離婚などに より、父親と生計をともにしてい

の福祉の増進を図ることを目的として支給 しま す。 ない児童の母親、あるいは母に代わりその児童を養育

している方に対し、児童の健やかな成長を願い支給 し

ます。

対象となる障害の程度 支給の対象となる児童

特別児童扶養手当 1級 ①父母が離婚した児童

①身体障害者手帳のおおむね l級・ 2級程度に該当するも ②父が死亡した児童

の（内部疾患を含む） ③父に一定の障害がある児童

②療育手帳の総合判定が• A程度の知的障害または同程度 ④父の生死が不明である児童

の精神障害のもの ⑤父が継続して 1年以上造棄 している児童

特別児童扶養手当 2級 ⑥童父が継続して 1年以上刑務所等に拘禁されている（児

①身体障害手帳のおおむね 3級程度に該当するもの（内部

疾患を含む） ⑦婚姻に よらずに出生 した児童

②療育手帳の総合判定がB程度の知的障害または同程度の ⑧母が子を懐胎した当時の事情が不明である児童

精神障害のもの ※事例により手当が支給されない場合があります

扶養親族の数
受給資格者本人の所得 配偶者、扶養義務者、投

受給質格者本人の所得制限限度領
制限限度額 育者の所得制限限）支額 扶脊親族の数

酌偶者、扶養義務者、社

0人 459.6万円 628.7万円 全部支給 一部支給
育者の所得制限限度領

1人 497.6万円 653.6万円 0人 458万円 154.0万円 2360万円

2人以上 38万円ずつ加算 21.3万円ずつ加算 1人 904万円 1920万円 2740万円

1人につき 2人 1326万円 2300万円 312.0万円

3人 1748万円 2680万円 3500万円

4人 2170万円 3060万円 388.0万円

5人 2592万円 344.0万円 426.0万円

等級 対象児童l人につき 対象児窟数 全郎支給 一部支給
(. 

1級 51,550円 1人 42,370円 28,350円

2級 34,330円 2人 47,370円 33,350円

3人 50,370円 36,350円

4人以上 1人につき 3,000円ずつ加算

住所地の市町村へ請求書の提出が必要になります。この 住所地の市町村へ認定請求書の提出が必要になりま

手当は県知事の認定をうける ことにより支給されます。 す。この手当は県の各福祉事務所で県知事の認定をう

〔必要書類〕 ける ことにより支給されます。

①請求者と対象児童の戸籍謄（抄）本 （外国人の方は記 手当を受ける方の支給要件により添付する書類が異

載事項証明書） なりますので、市町村の提出先で確認してください。

②請求者と対象児童の含まれる世帯全員の住民票の写 し

③所定の診断書（用紙は市町村に備えてあり ます） ※児童扶養手当を認定されている方へ

④印鑑 と請求者本人名義の金融機関の口座番号 平成13年 8月に、児童扶養手当の現況届けを行い、

※この他、必要に応じて提出する書類がありますので、提 その結果及び児童扶養手当証書等を今年度から11月末

出先で確認してください。 に送付しています。もう一度お手元の証書等をご確認

くださいますようお願いいたします。
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料金 ①乗車1回につき

おとな 100円

こども 50円

②一日フリー乗車券（乗り降り自臼）

おとな 200円

こども 100円
ノ
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禾
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幕末と明治の
博物館入D.... /y 

永町

髭釜 K ●.・9
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大洗マリジダヮニ

ら健康館前

／

ハ
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畔
●

・土胃塁前

． 
魚市場前 （日曜日のみ運行）

大洗港

町
内
循
環
バ
ス
（
仮
称
辛
哩
皿
号
）
を
3
月
21
日
か
ら
運
行
い
た
し
ま
す
。

大
洗
に
訪
れ
る
観
光
客
や
町
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
足
と
し
て
一
日
9
便
の
バ

ス
が
町
内
を
巡
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

町
内
循
覇
バ
ス
を
運
行
い
た
し
ま
す

ピーチ海岸

＇こIゞ・海岸病院
入口

大洗
サンビーチ

問
合
せ

企
画
課
企
画
調
整
係

（内
線
2
2
3

2
2
4
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※交通規制により一部運行ルートが

変更になる場合があります

●時刻表 1便 2便 3便 4便 5便 6便 7便 8便 9便

大洗駅 発 842 9 28 1015 l l 12 12 05 13 33 1445 15 53 1640 

五反田入口 8・45 9・31 10 18 11 15 1208 13 36 1448 15 56 1643 

和銅入口 846 9 32 10 19 11 16 1209 13 37 1449 15 57 1644 

幕未と明治の博物館入日 848 934 1021 l l 18 12 l l 13 39 1451 15 59 1646 

松ヶ丘 8 51 9 37 1024 l l 21 1214 1342 1454 1602 1649 

祝町 8 52 938 1025 11 22 12 15 1345 1455 16 03 16 50 

アクアワールド・大洗 854 940 1027 11 24 l 2 l7 13 51 1457 16 05 16 52 

大洗磯前神社下 900 946 1033 11 30 12 23 13 52 15 03 16 11 16 58 

明神町 9.01 947 1034 l l 31 1224 1352 1504 1612 16 59 

漁港入口 9・02 948 1035 11 32 12 25 13 53 1505 1613 1700 

曲松 9・04 9 50 1037 11 34 12 27 13 55 1507 1615 1702 

永町 905 9 51 1038 l l 35 1228 13 56 1508 1616 1703 

髭釜 906 9 52 10.39 l l 36 12・29 13 57 1509 1617 1704 

大貫 907 9 53 1040 11 37 1230 13 58 15 10 16 18 1705 

わくわく科学館前 909 9 55 1042 11 39 12 32 1400 15 12 l 6'20 1707 

大嘉マリ）タワーゆっくら撻展昔前 91 l 9 57 1044 l l 4l 1234 1402 1514 16 22 1709 

サンビーチ海岸 913 9 59 1046 1143 12・36 1404 1516 1624 17 l l 

海岸病院入口 9'14 1000 1047 1144 1237 1405 1517 1625 1712 

大洗駅 着 919 1005 1052 11 49 1242 1410 15.22 1630 1717 
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朝日を浴びた木々の枝、幾分青みを出した土手の芝

生。春の足音の高まりが聞こえる。そんな時磯浜小

学校の子どもたちが私を訪ねてくれた。真心を込めて

種蒔きから育てた色とりどりの花が咲いたプランター

を役場玄関に飾ってと持って来てくれたのである。美

しい花々と共に、花のように美しい心を持つ子どもた

ちの笑顔に元気づけられた。

現在の経済環境に象徴される国内の暗い世相はまさ

に厳しい冬の時代といえます。しかし厳しく寒い冬の

後には、必す春がやってきます。我が町においては、

いよいよ3月21日に新水族館がオープンし、観光の

拠点、地域振興型の施設として期待が大きくふくらみ

ます。今年はさらに、ワールドカップやインターハイ

が開催され、我が町の自然や特産物をアピールしてい

く好機となります。多くの方々が町に訪れ、町全体が

活気づくことにより季節に例えれば春のきざしが見え

てくるのではないでしょうか。

春は、新たなはじまりの季節であります。3月3日、

魚市場においておさかな市を開催したところですが、

これを呼び水として漁港周辺に朝市的な施設を設け、町の特産品を訪

れた方々に見て、食べて、買っていただけるような環境をつくってい

きます。それにあわせ、 3月21日からレトロ調の循環バスが大洗駅か

らアクアワールドを経由し、商店街を巡ります。皆さんの生活に密着

した定として、また、訪れた方々に我が町を知っていただ＜交通手段

として人と活気を運ぶ町の動脈となるようこ活用いただきたいと思い

ます。

陽光が太平洋の水面に輝くー。そんな風景が私の心の中にあるわが

郷土大洗の春のイメージです。希望にあふれた新しい始まりの季節、

皆さんとともに輝けるまちづくりに向けて力を注いでまいります。

〇

我
が
町
に
春
の
訪
れ

゜

大
洗
町
長

小
谷
隆
売

大
洗
町
消
防
本
部
で
使
用
し
て
い
た
救
急
車
を
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
共
和
国
の
ト
モ
ホ
ン
市
に
あ
る
ベ
テ
ス
タ
病
院
に
寄
贈
し
ま

し
た
。

1
月
30
日
、
役
場
玄
関
前
に
お
い
て
町
長
、
消
防
関
係
者
、

ベ
テ
ス
タ
病
院
の
ワ
ジ
ョ
ン
グ
院
長
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
大

洗
ベ
ッ
レ
ヘ
ム
教
会
の
ジ
ョ
ニ
ー
・
ト
レ
ー
主
席
牧
師
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
共
和
国
へ
救
急
車
を
送
る
会
代
表
の
坂
本
裕
保
さ
ん

な
ど
約
20
名
が
出
席
し
贈
呈
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

〇

ィ
ン
ド
ネ
麟
戸
豆
鐸
畔
し
ま
し
た

＜
 

‘̀ 小
谷
町
長
か
ら
寄
贈
証
と
救
急
車
の
鍵
が
手
渡
さ
れ
、
「
lO
年
以
上
使

用
し
て
き
ま
し
た
が
整
備
は
万
全
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
地
で
有
効
に

こ
活
用
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
ワ
ジ
ョ
ン
グ
院
長
か
ら
は
「
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
は
救
急
医
療
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
々
の

命
を
守
る
た
め
に
大
切
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
が
述
べ

ら
れ
、
固
い
握
手
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
救
急
車
は
近
日
中
に
コ
ン
テ
ナ
船
で
海
を
渡
り
、
ベ
テ
ス

夕
病
院
で
大
洗
町
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
友
好
の
証
と
し
て
多
く
の
人
命
救

助
に
活
躍
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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．．． 
う

た

我
の
短
歌
吟
じ
給
え
る
師
の
み
声
朗
々 靖

み
ん
な
の
ひ
ろ
は

歌
壇

に
つ
に
る
。

新
春
の
空
を
翔
び
交
う
海
猫
の
翼
は
た

た
＜
輝
き
見
せ
て

蔵
前
三
区
鴨
川

〔
評
〕
下
の
句
の
発
見
が
よ
い
。

柚
子
風
呂
に
老
い
の
手
足
を
伸
ば
し
つ

と
し
つ

9

つ
顧
み
お
り
ぬ
我
の
年
月

桜
道
三
区
田
部
田
安
太
朗

〔評〕

齢
を
重
ね
の
柚
子
湯
は
格
別
。

ひ

の

み

こ

く

も

姫
皇
子
の
生
れ
給
い
ぬ
暗
く
閉
ざ
す
雲

間
に
射
す
光
の
こ
と
く

南
清
水

一
区

広

木

チ

イ

〔
評
〕
国
民
の
明
る
い
声
々
こ
そ
切
。

う
す
紅
に
染
め
て
寂
し
き
渚
辺
の
さ
く

ら
貝
に
な
る
わ
た
し
の
指

船
渡
三
区

照

沼

と

よ
子

〔
評
〕
桜
貝
に
心
を
寄
せ
た
心
象
詠
。

あ
ら
た

9

9

た
か
い

新
玉
の
年
の
始
め
の
歌
会
に
招
か
れ
い

た
り
腰
か
ば
い
つ
つ

寺
釜
十
二
区
小
野
瀬
イ
シ

〔
評
〕
老
齢
化
は
足
腰
か
ら
来
る
様
だ
。

戦
争
に
関
わ
り
の
な
き
こ
の
国
に
住
み

て
孫
子
と
正
月
を
迎
う

寺
釜
九
区

三
村

住

江

〔
評
〕
年
の
始
め
の
倖
せ
を
詠
む
。

元
日
の
囲
炉
裏
囲
み
て
雑
煮
食
う
疾
に

逝
き
た
る
父
母
を
お
も
い
て

祝

町

二

区

の

二

吉

川

和

・シ，．，

〔評
〕
日
本
な
ら
で
は
の
旧
き
摺
し
。

と
し
て
聴
く
歌
会
の
席
に

前
原

一
区

堀

野

満

穂

〔
評
〕
高
点
歌
を
師
は
詠
ま
れ
た
の
だ
。

ア
フ
ガ
ン
の
や
せ
お
と
ろ
え
し
児
ら
哀

に
っ
ぼ
ん

れ
日
本
い
ま
何
を
な
す
，べ
き

寺
釜
二

区

田

山

佳

風

〔
評
〕
結
句
に
我
々
は
思
い
お
く
べ
き
。

戦
争
の
記
憶
の
失
せ
ぬ
世
に
生
き
て
な

お
な
お
遠
し
世
界
の
平
和

祝
町
五
区
石
澤

き
み

~̀"• 

〔
評
〕
テ
ロ
に
段
を
発
し
平
和
を
願
う

は
切
。

あ
ら
れ
も
ち

緑
に
干
す
白
菜
大
根
鏡
餅
日
差
し
＿
杯

の
旧
家
あ
か
る
し

新
町
六
区
の

一

関

根

秀

子

〔
評
〕
旧
農
家
の
懐
し
さ
が
満
ち
て
い

る
。

妻
逝
き
て
よ
り
温
室
は
開
け
し
ま
ま
萎

え
る
洋
蘭
を
手
入
れ
す
る
こ
と
な
し

祝
町

一
区

佐

藤

毅

妻
に
先
立
た
れ
た
悲
し
み
の
一

〔評〕
首
。

c
 

●
勝
山
一
美
選

ー一
、
と
し

わ
が
家
の
ひ
そ
や
か
に
し
て
新
年
の
い

た
わ
ら
れ
い
る
や
来
客
の
な
く

永
町
十
六
区
の
三

身

内

ゆ

み

〔
評
〕
御
尊
父
に
亡
く
な
ら
れ
た
寂
し

み
。

あ
い

散
り
残
る
木
の
葉
の
間
に
夕
月
の
冴
え

渡
り
つ
つ
秋
は
去
ら
ん
か

永
町
四
区
川
上

ひ
さ

三
年
越
し
の
小
さ
き
鉢
に
植
え
ら
れ
し

万
両
赤
き
実

＿
つ
つ
け
ぬ

和
銅
八
区
大
森
や
よ
子

〔
評
〕
鉢
植
ス
の
万
両
素
睛
し
い
限
り
。

c

-J

あ

待
望
の
皇
女
生
れ
給
う
十
二
月
よ
ろ
こ

び
満
て
り
皇
室
も
民
も

桜
道
三
区

田

郡

田

す
す
ほ

〔
評
〕
八
年
に
し
て
の
慶
事
。
祝
賀
。

悲
し
み
を
伴
う
こ
と
く
出
航
の
ド
ラ
の

音
ひ
く
し
夜
の
更
け
深
く

成

田

町

大

野

〔
評
〕
力
量
あ
る
作
者
で
あ
る
。

耳
深
く
波
音
留
め
て
八
十
年
「
我
は
海

の
子
」
海
鳴
り
を
聴
く

永

町

二

区

田

山

り

ゑ

〔評〕

「海
の
音
響
く
町
」
が
大
洗
゜

柔
道
の
鏡
開
き
は
子
も
親
も
稽
古
に
励

む
朝
の
声
々

金

沢

二

区

志

鳥

融

光

〔
評
〕
親
と
子
の
声
が
響
き
渡
る
の
だ
。

タ
ク
シ
ー
に
忘
れ
し
財
布
五
分
後
に
房

り
し
師
走
倖
せ
と
せ
ん

寺
釜
九
区
加
部
東
ふ
み

世
は
常
に
か
く
あ
り
た
し
と
思

〔評〕

I

つ
。

西
山
に
赤
き
夕
日
の
沈
み
ゆ
く
静
か
な

浜
辺
年
を
越
え
た
り

永
町
七
区
秋
山
ま
さ
子

〔
評
〕
平
穏
に
し
て
新
春
を
迎
え
た
。

・
ん
さ
く

久
空
に
咲
く
万
作
の
ワ
イ
ン
色
小
春
の

午
後
の
目
白
に
会
い
ぬ

桜

道

八

区

上

野

君

枝

〔
評
〕
「
ワ
イ
ン
色
」
が
効
い
て
い
る
。

お
さ

我
が
町
の
長
に

二
十
四
年
の
加
藤
翁
星

と
光
り
し
九
十
五
歳和

銅

樽

山

光

〔
評
〕
先
に
投
稿
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

作
品
で
し
た
。
お
詫
び
致
し
ま
す
。

恵
美

〔
評
〕
的
確
な
描
写
が
効
い
て
い
る
。

ざ
胃’̂””'マ m-r

9 9 9 9 9 9 

ヵ`
｀ 

；こ
切i
¥ -
. ・a_ 

“ つり」
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朧●●

日
は
耳
の
B‘

る

ら
と
思
っ
た

3
月

3
号
3
痔
の

お
や
っ
ほ
ー
ー

知事賞

「自衛隊観艦式」

田中 一弘

町長賞

「楓飾彩」

神主 雅央

• 錆
2
7回
大
溌
町
苦
璽

X
化
〖
＿
可
ハ
賞
佗
品

写
真
の
部

() 

いわき あやか

岩城 彩花ちゃん
（桜道7区 6歳5ヶ月）

お父さん 暁 お母さん 和美

「素直な心をいつまでも I」

ァ
イ
ド
ILI・

き

ひらた りゅういう しんたるう

平田 龍一くん・慎太郎＜ん
（祝町4区 6歳7ヶ月 ・1歳3ヶ月）

お父さん 知之 お母さん 久美子

「お気に入りの救急車にのって」

（
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r‘ 
大洗マラソン大会

2月3日、海岸通りの特設コースにおいて、

第20回大洗マラソン大会が開催されました。

それぞれの部門ことにlkm、3km、5kmのコース

が設定され、町内はもとより町外からも健脚自

慢のみなさんが集まりました。時折雨が強く降

り、気温も低く、マラソンにはあいにくの天候

でしたが、力走するみなさんの体からは熱気が

臼い湯気となり立ち上っていました。

種目 親子 小4男子 小4女子 小5男子 小5女子

1位 柳（澤水晃戸宏市・）隼 野中翔一郎） 永（外沢恵野理小子） 三（大田寺賃悠小介） 川（又徳宿小愛美） 
（中根小

2位
畠山幸男公希

深（谷高竜野二小郎） 飛（双田葉台真小歩） 田（磯口浜小裕口） 山（本徳宿直小美） 
（ひたちなか市）

3位 堀江（友茂部男町•奈）央 斉（藤千波直小希） 栗（夏田海佳小奈） 柴（田磯浜耕小一） 雨（茨宮大附愛小美） 

種目 小6男子 小6女子 中学男子 中学女子 高校男子

1位 長谷川泰俊
菊（三池反田理小沙） 荻（津桜丘中駿） 黒（澤佐奈野保中子） 澤（大田洗雅高典） 

（那珂湊ー小）

2位 岡（東部石川俊小大） 
石井江里子

岩（水阿戸五大中樹） 
吉澤麻衣

根（大本洗洋高平） 
（那珂湊ー小） （那珂湊中）

3位 安（見川小秀和） 金（双澤葉亜台由小美） 佐（大藤洗宗ー一中郎） 小ハ千竹代尚美 雨（沢大洗英高樹） 
（ ー中）

種 目 高校女子 一般男子 一般女子 壮年

1位 川（朗東海則高恵） 
照沼浩昌 岩崎恵子 畠山幸男

（水戸市） （ひたちなか市） （ひたちなか市）

2位 清（常水磐ひ大ろ高な） 根（本鹿嶋市強） 
黒澤愛子

柳（澤水戸晃市宏） 
（ひたちなか市）

3位 吉（常元磐大淳高美） 
渡辺雄馬 荻（津茨頁理子 田崎毅

（ひたちなか市） 城町） （ひたちなか市）

｀`
 貴重な文化財を守ろう！文化財防火訓練

1月25日、文化財防火デーにあわせて、大洗磯前

神社で防火防災訓練を実施しました。訓練には、神

社関係者や消防本部、文化財保護審議委員など多数

の方々が参加し、 119番通報と初期消火から、消防

隊員による放水まで本番さながらに行われま した。

【文化財防火デー］ （1月26日）

昭和24年に法隆寺金堂の壁画が焼損した日にあた

り、その日を「文化財防火デー」と定め、防災協力体

制の確立強化と文化財愛護思想の高揚を図ることを

目的とします。

2002.3.5 広報おおあらい (10) 



日赤災害救護訓練

2月5日から6日にかけて、県立児童センター「こど

もの城」において、日本赤十字社茨城県支部の災害救

護訓練が行われ、大洗町赤十字奉仕団のボランティ

アのみなさんが救護訓練や非常食の炊出しなどの訓

練に参加しました。基本的な救護に関する説明や映

像での内容確認後、大洗町付近で地震が発生したと

想定し、担架で傷病者を搬出する訓練など行いまし

た。いざという時のために｀みなさんは真剣に取り

組んでいました。

＂ 
こどもスキー教室

1月26日から27日、福島県猪苗代スキー場

でl泊2日のこどもスキー教室が開かれました。

町内の小中学生41名が集まり、猪苗代にむけて

出発。スキー場では、スキー公認指導員の方々

の指導を受け、 2日間しっかりと技術を学び、

大洗ではなかなか味わえない雪の感触を十分に

楽しんでいました。

J
 

磯節全国大会

2月2日・ 3日、大洗文化センターで第23回磯節

全国大会予選会が行われました。およそ460名の出

場者が自慢の歌声を披露していました。2月ll日は

予選会を勝ち抜いた30名が、県民文化センターで

行われた決戦会に出場し、千代田町の幕内亜紀さん

(29歳）が優勝しました。アトラクションでは美浜

会の方々の「大洗あんこう音頭」と大洗スポーツダン

スクラブの方々の「マンボ大漁節」などが披露され、

日本三大民謡の一つである磯節の全国大会に花を添

えていました。
▲予選会のもよう

(l l) 広報おおあらい 2002.3.5 



経
済
的
理
由
で
就
学
が
困
難
な
、
優

良
な
生
徒
や
学
生
に
対
し
、
奨
学
資
金

の
給
付
、
貸
付
を
行
い
ま
す
。

資
格
／

町
内
に

1
年
以
上
居
住
さ
れ
て
い
る

方
の
お
子
さ
ん
で
、
か
つ

4
月
か
ら
高

等
学
校
（
国
立
高
等
専
門
学
校
を
含

む
）
、
大
学
に
入
字
さ
れ
る
方

奨
学
金
額
／

高
校
生
（
高
専
を
含
む
）
月
額
9
千
円

（
償
還
な
し
）

大
学
生
月
額
4
万
円

(l
/
2
償
還
）

募
集
人
数
／

高
校
生
7
名
予
定
（
中
学
校
長
の
推
薦

が
必
要
）

大
学
生
5
名
予
定
（
高
等
学
校
長
の
推

薦
お
よ
び
大
学
在
学
証
明
書
が
必
要
）

平
成
14
年
度

町
奨
学
生
募
集

くらしの情報
INFORMATION 

大洗町役場fl267-51l l 

補助金額

（
 

問合せ／生活環境課（内線243)

人槽区分 限度額

5人槽 354,000円

6~7人槽 411,000円

8~ 70人槽 519,000円

バイク（原付）などの申告に必要なもの
こんなとき 持参するもの

使用しなくなったとき 印鑑ナンパープレート、標識交付証明昏

謡入したとき 印鑑販売証明田

塁受と翌けきた

廃車済 印鑑、廃車証明田または譲渡証明因

廃車前
印鑑、標識交付証明巴または譲渡証明む

·;•恒区即防ンバー九ートがつJてし収き1話逮．T‘ノパーカ—卜且取りE巨'

住更と所きし変た

転出 印鑑ナンパープレート、標識交付証明困

転入1廃廃輯車済
印鑑廃車証明四

印鑑ナンパーブレート、標識交付証明m
車体を変更したとき 印送、標誠交付証明昏、譲渡廃車販売証明目のうち1つ

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域
の
水

質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
、
合
併
浄
化

槽
を
設
置
す
る
こ
家
庭
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

補
助
区
域
／
町
内
全
域
（
下
水
道
事
業

認
可
区
域
ま
た
は
し
尿
処
理
施
設
が
あ

る
区
域
を
除
く
）

対
象
／
専
用
住
宅
（
主
と
し
て
居
住
を

目
的
と
し
た
住
宅
）

補
助
基
数
／
40
基
（
予
定
）

申
請
受
付
／
4
月
ー
日
1
1
2
月
末

合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る

こ
家
庭
に
補
助
金
を

交
付
い
た
し
ま
す

受
付
期
間
／
3
月
20
日
（
水
）

1

4
月
12
日
（
金
）

古
申
請
の
際
に
必
要
な
書
類
は
、
学
校

教
育
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
学
校
教
育
課
（
内
線
3
5
l
)

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
、
農
耕
用
ト
ラ

ク
タ
ー
な
ど
の
税
金
は
、

4
月
1
日
現

在
で
所
有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま

す
。盗

難
に
あ
っ
た
と
き
や
使
用
し
な
く

な
っ
た
と
き
、
譲
渡
し
た
と
き
や
町
外

に
住
所
を
異
動
し
た
と
き
な
ど
は
、

3

月
31
日
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

車
種
別
の
申
告
先
と
問
合
せ
／

o
l
2
5
c
c
以
下
の
原
付
自
転
車
と
小

型
特
殊
車
両
税
務
課（

内
線
ー

4
3
)

o
l
2
5
c
c
を
超
え
る
二
輪
の
小
型
自

動
車
関
東
陸
運
局
茨
城
陸
運
支
局

6

(
2
4
7
)
5
l
l
8
 

0
6
6
0
c
c
以
下
の
三
・
四
輪
軽
自
動

車
軽
自
動
車
検
査
協
会
茨
城
事
務

所

6

(
2
9
3
)
9
9
8
9

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
の

申
告
を
忘
れ
す
に

v̀ 

対象者／40歳以上の方

申込締切／4月16日（火）

［ ： ［ ： >日>
＾ 水ヽ＾ 火ヽ

ヘヽ木 ＾ ‘水̀―/ ^  火ヽ

集ム届註集落>i 伺［ 
『＂ 

ゅ喜つ

； 雷

住
民
健
診
の
お
知
ら
せ

総
合
健
診
お
よ
び
各
種
が
ん
検
診

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
自
分
自
身
の

健
康
管
理
の
た
め
、
こ
の
機
会
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

前
年
度
受
診
さ
れ
た
方
は
、
自
動

予
約
と
な
り
ま
す
の
で
、
予
約
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
｀
変
更
し
た
い

場
合
は
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
係

6

(
2
6
6
)
l
o
l
o
 

総
合
健
診

循
環
器
、
結
核
、
肺
が
ん
、
大
腸

が
ん
、
前
立
腺
、
胃
が
ん
、
肝
炎

胃
が
ん
検
診

対
象
者
／
40歳
以
上
の
方

申
込
締
切
／
4
月

26日
（
金
）

ゆ
っ
く
ら
健
康
館

場
所

乳
が
ん
検
診

視
触
診
の
み

-
4
[
2
4日
（
水
）
一
汀
環
く
ら
健
康
館
一

対
象
者
／
30歳
以
上
の
女
性

申
込
締
切
／
4
月
10日
（
水
）

対
象
者
／
30歳
以
上
の
女
性
（
乳
房

レ
ン
ト
ゲ
ン
は

50歳
以
上
）

申
込
締
切
／
4
月
8
日
（
月
）

料
金
／
乳
房
レ
ン
ト
ゲ
ン

5
0
0
円

子
宮
が
ん
検
診

場
所

ゆ
っ
く
ら
健
康
館

婦
人
検
診
（
子
｛
邑
か
ん
と
乳
が
ん
）

対
象
者
／
30歳
以
上
の
女
性
（
乳
房

レ
ン
ト
ゲ
ン
は

50歳
以
上
）

申
込
締
切
／
4
月
日
日
（
木
）

料
金
／
乳
房
レ
ン
ト
ゲ
ン

5
0
0
円

ゆ
っ
く
ら
健
康
館

場
所

対
象
者
／
30歳
以
上
の
女
性

申
込
締
切
／
5
月
8
日
（
水
）

ゆ
っ
く
ら
健
康
館

場
所

乳
房
レ
ン
ト
ゲ
ン
と
視
触
診

2002.3.5 広報おおあらい (l 2) 



となりのまちがら
I l,  
夕ー し，＼

水戸地方広域市町村圏協議会

かたくりの里 a 
内原町北部の有賀地区にある「かたくりの里」は、

人里近くでは見ることの少なくなった「かたくり」群

生地で、赤紫色をしたうつむき加減の可憐な花が楽

しめます。開花期間中は地元の農産物などの直売を

行う「かたくり市」も開かれます。

期 間 4月上旬から中旬

問合せ 内原町役場企画財政課

合 258-221l （内線48)

八重桜まつり 曼
日本のさくら名所］ 00選に選ばれた「静峰ふるさ

と公園」には、毎年4月中旬から5月上旬に2,000本

もの八重桜が咲き誇ります。開花にあわせてさまざ

まなイベントを催します。

八重桜まつり期間 4月20日～5月6日

夜桜観賞期間 4月26日～5月4日

問合せ 瓜連町観光協会 fl296-l l l l 

七会村野外センター「山びこの昴」、日:BD
七会朽野外活動センター「山びこの郷」は、豊かな

自然を満喫できるアウトドアスポットです。ゆった

りしたキャビンが木立の中に点在し、バーベキュー

セッ トなど備品も用意されています。特産品加工施

設では、そばやこんにゃくなどの手作り教室や陶芸

教室などが体験できます。4月1日より予約受付いた

します。

予約受付

問合せ

山びこの郷管理事務所

合 0296-88 -31 57 

七会村役場産業課

合 0296-88 -31 l l 

6
歳
未
満
の
幼
児
の
う
ち
、
特
に
新

生
児
の
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
購
入
す

る
際
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
／
大
洗
町
に
住
所
を
有
し
、
平
成

14
年
4
月
ー
日
以
降
に
出
生
し
た
子
と

同
居
す
る
養
育
者
（
購
入
日
、
補
助
金

申
請
日
の
時
点
で
町
民
で
あ
る
こ
と
）

補
助
金
額
／
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入

費
用
の
う
ち
上
限
5
千
円

申
込
み
／
領
収
麗
と
母
子
手
帳
を
持
参

の
上
、
生
活
環
境
課
に
備
え
て
あ
る
補

助
金
交
付
申
請
害
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
／
生
活
環
境
課
交
通
防
犯
係

（
内
線
2
4
l
)

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
し
て
第
7
回

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給

対
象
で
、
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方

は
福
祉
課
で
請
求
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象
者
／
平
成
7
年
4
月
か
ら
平
成
l

年
3
月
末
ま
で
の
間
に
公
務
扶
助
料
、

遺
族
年
金
等
を
受
け
て
い
た
方
が
死
亡

し
た
な
ど
の
理
由
で
、
平
成
1
年
4
月

1
日
現
在
で
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い

な
い
場
合
の
遺
族

＊
た
だ
し
、
前
回
の
特
別
弔
慰
金
を
受

け
た
場
合
は
今
回
の
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん。

請
求
期
限
／
平
成
14
年
4
月
1
日

国
債
の
額
／
額
面
24
万
円

(
6
年
償
還

の
無
利
子
の
記
名
国
債
）

問
合
せ
／
茨
城
県
高
齢
福
祉
課

6

(
3
0
l
)
3
3
3
7
 

福
祉
課
社
会
福
祉
係

C

(
2
6
7
)
5
l
l
l
 

（
内
線
ー
5
1
)

大
洗
野
球
連
盟
（
会
長
米
川
英
雄
）

で
は
、
平
成
14
年
度
の
町
民
野
球
大
会

に
参
加
す
る
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
参
加
を
希
望
す
る
チ
ー
ム
は
大
洗

野
球
連
盟
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
昨
年
度
登
録
し
た
チ
ー
ム
に
は
、

後
日
登
録
用
紙
等
を
送
付
い
た
し
ま
す

の
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
期
限
／
3
月
31
日
（
日
）

平
成
14
年
度
大
会
日
程
／

（
春
季
）

5
月
12
日
（
日
）

19
巳
（
日
）

あたご天狗の森スカイ ロ ッジ €日□国9
桜の名所として有名な愛宕山にある、本格的ログ

ハウスの宿泊施設は定員4人． 6人 ・12人の3タイ

プが計 10棟あり、各棟にバーベキュー炉、バス、 ト

イレ、キッチン、冷暖房が完備されています。ロッ

ジ周辺には lOOmのローラー滑り台や散歩道、展望

デッキなどが整備されています。利用したい月の2

ヶ月前の1日から予約受付いたします。

予約受付・問合せ スカイロッジ筐理事務所

も 0288-45 -6622 

5
月
26
日

（日）

（
秋
季
）

9
月
29
日
（
日
）

10
月
6
日
（
日
）

13
日
（
日
）

会
場
／
大
洗
町
総
合
運
動
公
園

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

全
国
各
地
30
都
府
県
か
ら
小
学
生
の

代
表
選
手
2
8
2
名
が
参
加
す
る
第
2

回
全
国
小
学
生
体
操
競
技
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
各
選
手
と
も
す
ば
ら
し
い

演
技
を
披
露
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
観
戦
し
て
、
体
操
競
技
の
面
白
さ
を

体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
／
開
会
式

3
月
26
日
（
火
）

競
技

27
日
（
水
）
午
前
9
時
40
分

28
日
（
木
）
午
前
9
時
50
分

町
民
野
球
大
会

参
加
チ
—
ム
募
集

第
2
回
全
国
小
学
生

体
操
競
技
大
会
開
催

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
—
卜

購
入
補
助
金
の
お
知
ら
せ

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

お
済
み
で
す
か

ヽ
9

（） 

会
場
／
開
会
式
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

競
技
総
合
運
動
公
園
体
育
館

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

C

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

平
成
14
年
4
月
1
日
か
ら
現
在
の
水

戸
市
、
内
原
町
、
茨
城
町
、
大
洗
町
で

構
成
さ
れ
て
い
る
水
戸
地
方
に
城
北
地

方
（
常
北
町
、
桂
村
、
御
前
山
村
、
七

会
村
）
の
4
町
村
が
加
わ
り
ま
す
。

名
称
／
水
戸
地
方
農
業
共
済
事
務
組
合

本
所
／
東
茨
城
郡
茨
城
町
上
石
崎

4
6
3
8
番
地
の
2

支
所
／
束
茨
城
郡
常
北
町
石
塚

1
4
2
8
番
地
の
1

家
畜
診
療
所
／
栗
茨
城
郡
常
北
町
石
塚

2
3
0
0
番
地
の
1

農
業
共
済
の
区
域
が

広
が
り
ま
す

(13) 広報おおあらい 2002.3.5 



Q. サービスを利用したときの自己負担が高額になったとき、一部払い戻しを受けられる制度が

あると聞きましたが、どのような場合ですか？

A. —介護保険では、サービスを利用したときは、原則としてかかった費用の 1 割を自己負担していただくこと
になっています。支払った 1割の自己負担額（月額）が、ある一定金額（上限額）を超えたときは、その超

えた分が払い戻されます（高額介護サービス費）。また、所得によってその上限額が減額され、負担が重く

なりすぎないようなしくみになっています。

［自己負担の上限額】 区 分 上限額（世帯合算）

一般世帯 37,200円

世帯全員が住民税非課税 24,600円

生活保護受給者、世帯全員が住民税 15,000円

非課税で老齢福祉年金の受給者

（
 

※同じ世帯に介護サービス利用者が複数いる場合は、その世帯の自己負担の合計（世帯合算）が上限額を超

えた分が払い戻されます。

※施設に入所している方の食事代や理美容代等の日常生活費ば高額介護サービス費の対象にはなりません。

※福祉用具購入費や住宅改修費の1割負担分は対象にはなりません。

※該当者には町から通知しますので、「高額介護サービス費支給申請書」に「領収書」を添付して提出してく

ださい。

Q. 要介護認定を申請する前に、介護サービスを利用することはできますか？また申請後、認定

結果が通知されるまでの間に利用することはできますか？

A. 緊急その他やむをえない場合は、要介護認定の申請前であっても、介護サービスを利用することは可能で

す。ただし、費用についてはいったん全額自己負担となります。

認定後（自立は不可）、町に申請して必要と認められれば、後日9割分が支給されます。

また、申請と同時にサービスを利用することもできます。その場合は暫定ケアフランを作成して町に届け出

ると、 1割の利用者負担でサービスを受けることができます。

‘、
相
談
日
／
毎
週
金
曜
日

場
所
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
」

1
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
午
後

1
時
30
分
1
3
時

＊
第

1
金
曜
日
の
み
弁
護
士
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
（
要
予
約
）
相
談
無
料

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

6

(
2
6
6
)
3
0
2
1
 

休
館
日
／
3
月
日
日
（
月
）

18
日
（
月
）

21
日
（
祝
）

25
日
（
月
）

4
月
1
日
（
月
）

8
日
（
月
）

貸
出
期
間
／
午
前
9
時
30
分

1

午
後
4
時
30
分

貸
出
期
間
／
2
週
間

(
l
人
3
冊）

▽
図
書
寄
贈
△

（
平
成
13
年
1
月
＼
平
成
14
年
1
月

順
不
同
）

雨
沢
利
夫
さ
ん

大
貫
さ
と
み
さ
ん

大
川
恵
土
さ
ん

後
藤
健
一
さ
ん

和
田
道
子
さ
ん

足
立
正
俊
さ
ん

長
久
保
文
祐
さ
ん

み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。

図書室

心
配
こ
と
相
談

●大洗文化センター● fl266-2442 

月 日 躍 催 事 内容 開始時問 開催場所 入場方法

] 6 土 南こうせつコンサート 1800 ホール 有料
3 

] 7 日 ふる里民謡発表会 13 00 ホール 無料

7日 ピアノ発表会 13 00 ホール 一 般
4 

14 日 映画上映会 未定 ホール 有料

町の人口と世帯
(2月1日現在）

人 口 19,804人(- l) 

男 9,815人 (+4) 

女 9,989人(-5) 

世帯数 6,719世帯

転入 59人 転出 51人

出生 15人 死亡 24人

齢

且
国民年金 (3月分）

納期は3月31日までです。

2002.3.5 広報おおあらい (14) 



サ
氏同参圃ダj 今、忍
加 。1.15

男女共同参画社会研究会

（きらきら大洗ネットワーク）の活動報告
飯島 佐智子

昨
年
の
1
月
か
ら
広
報
誌
に
連
載
さ

れ
て
い
る
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
目

指
し
た
コ
ー
ナ
ー
の
記
事
を
み
な
さ
ん

は
興
味
を
持
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
い
て

い
ま
す
か
。

私
た
ち
は
、
昨
年
の
5
月
に
募
集
さ

れ、

6
月
に
発
足
し
た
「
大
洗
町
男
女

共
同
参
画
社
会
研
究
会
」
（
き
ら
き
ら

大
洗
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
一
員
と
し
て
、

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
行
動
プ
ラ
ン

の
策
定
を
目
指
し
て
、
活
動
し
て
き
ま

し
た
。
今
回
の
こ
の
機
会
に
、
こ
れ
ま

で
の
き
ら
き
ら
大
洗
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

活
動
内
容
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す。
17
名
の
様
々
な
仕
事
を
持
っ
た
男
女

が
集
ま
っ
た
当
初
は
、
「
男
女
共
同
参
画

社
会
と
は
何
な
の
か
」
と
い
う
こ
と
か

ら
学
ん
で
い
く
勉
強
会
を
主
に
し
た
活

動
で
し
た
。

ま
す
、
第
4
次
大
洗
町
総
合
計
画
に

基
づ
い
た
町
の
将
来
像
を
学
び
、
町
内

施
設
を
見
学
し
、
大
洗
町
の
現
状
を
ふ

ま
え
た
う
え
で
、
茨
城
県
弘
道
館
ア
カ

デ
ミ
ー
の
「
い
ば
ら
き
女
性
ア
カ
デ
ミ

ー
公
開
講
演
会
」
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
カ
レ

ッ
ジ
」
へ
の
受
講
や
、
「
日
本
女
性
会
議

2
0
0
ー
み
と
」
へ
の
自
主
参
加
を
お

こ
な
い
｀
大
洗
町
以
外
の
市
町
村
や
県
、

国
の
方
針
や
政
策
内
容
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

次
に
、
大
洗
町
の
「
や
さ
し
い
町
つ

く
り
委
員
会
」
に
参
加
し
、
町
で
の
生

C9 

活
を
豊
か
に
楽
し
も
う
と
す
る
観
点
か

ら
意
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

こ。r
 

ま
た
、
大
洗
町
の
「
公
民
館
特
別
講

座
パ
ー
ト
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
と
共
同
で
、

受
講
生
に
よ
る
カ
ー
テ
ン
シ
ア
タ
ー
作

品
「
う
さ
ぎ
と
か
め
」
を
、
「
ち
ょ
っ

く
ら
健
康
館
」
や
「
子
育
て
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
す
く
す
く
」
の
活
動
の
中
で

発
表
し
、
男
女
の
性
の
平
等
や
環
境
・

福
祉

．
介
護
な
ど
に
つ
い
て
の
啓
蒙
活

動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
、
き
ら
き
ら
大
洗
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
は
男
女
共
同
参
画
の
思
想
に
基
づ

い
て
、
教
育
や
福
祉
、
環
境
に
つ
い
て

住
民
の
意
識
調
査
を
行
い
、
提
言
書
を

ま
と
め
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
様
々
な
立
場
に
あ
る
町
民
の

み
な
さ
ん
の
幅
広
い
意
見
と
知
恵
と
行

動
が
必
要
で
す
。
ニ
ュ
ー
ス
で
、
次
期

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
に
人
口
2
万
人

の
町
が
立
候
補
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し

た
。
小
さ
な
町
で
も
町
民
全
体
が
団
結

し
て
行
動
す
れ
ば
、
世
界
的
な
平
和
の

祭
典
を
作
れ
る
時
代
に
な
っ
て
き
た
の

で
す
。
み
な
さ
ん
に
も
是
非
、
き
ら
き

ら
大
洗
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
に
関
心

を
持
っ
て
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
自
分
と
周
り
の
人
と

が
幸
せ
に
蓉
ら
せ
る
よ
う
な
、
よ
り
よ

い
環
境
を
一
緒
に
作
り
上
げ
て
い
け
れ

ば
良
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

□:OO畠0[、ェ冨員口OO畠口 こ畠 ）
 

しろいお店
金魚すくい

つかみとりこ～な～

レッシュママさんフリーマーケ

ークスしおかぜ

っくら夕市会

楽しい健康 ぐヽ
体験コーナー 、

・ウォークラリー大会

・フリスビーストラックアウト
・体力年齢測定コーナー
•利き味クイズ
•いきいき体操

ーーー・ー～左且二ぷ琴羹さし

眉l2回健匪まつり

注目するコーナー 、
・大鍋クリームシチューの試食、
•おむすびレシピ大公開
・赤ちゃんハイハイよちょちコンテスト
・わが家のアイドル写真展

・健康相談・歯科相談
・社会福祉協議会コーナー

健康づくりのヒントがいつばい！
元気ハツラッみんな集まれ！

とき 3月24日（日）9：30~
ところ 健康福祉センター

（ゆっくら健康館）
(75) 広報おおあらい 2002.3.5 



しミ-—ジアムゾーーン ］ 

ィ

海の生命、人、地球環境をテーマに、生き物たちの種類・形・

体のしくみや様々な暮らしぶりを剥製などの実物資料やレプリ

カ、映像などで科学的に紹介するコーナーがこのミュージアム

ゾーンです。

合海の生き物科学館合

直径3mの地球1義型ス

クリーンに、生き物と地

球環境をテーマにした様々

• 、天云 マや 鴫な映像を映し出します。展示物は世界最大級のマンボウやホ

‘̀ 
J"’l ー ホジロザメ、メカジキなどの貴重な剥製をはじめ、サメ、ペンギ

1ン、海藻など各テーマ別に分かれている、見て体験できるコー

ナー。

女お魚発見教室＊ 国内の水族館で最大の室内遊具を備

えたキッズランド、海の生き物たちと触れ合うことができるタッ

チングプール、実験観察のできるレクチャールームなどがあり、

遊びを通して学び、体験できるコーナー。

合海の情報プラザ＊ 生物、地球環境、水族館などの様々

な清報を、文字や音声、映像を通して紹介するコーナー。

〔入館料〕

種別 個人 団体 学校特割

大 人 1,800円 1,400円 ／ 
小中学生 900円 700円 600円

幼 児 300円 250円 200円

・料金は消費税が含まれています。

・団体は20人以上です。

・幼児は3歳以上です。

・学校特割とは、保育所、幼稚園、

小・中学校の学校行事として利用

する場合です。

‘、

〔営業時間〕

3月21日～9月1日 I9:00~19:0o 

9月 2日～ I9:00~17:00 
＼占3/2IO

アワアワー）レド
茨城県大洗ホ族館

http://www.net-ibaraki.ne.jp/oaraiaqm 
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